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１ はじめに 

児童が、学校で使用するものが壊れてしまったり、なくなったりしたとしても、すぐに買える・買っ

てもらえる感覚があった。学校事務職員の立場から教育環境整備を行い、学校教育目標『豊かな子ども

の育成』を達成するために何か手立てはないかと考えた。 

本校では、これまで学校の教育環境整備を行う際、次年度の教育活動に必要なものなどの予算編成を

教職員の意見のみ取り入れていた。しかし、児童に「学校にはどんなお金が使われているのか」「お金・

ものの大切さ」を少しでも理解してもらいたいと考え、学校財務のこと、そして、環境教育の一環とし

て、児童と共に取り組むことができないだろうかと思い考え、以下の取組を行った。 

 

２ 実践の内容及び方法等 

（１）学校施設・設備アンケート（子どもアンケート） 

学校施設・設備アンケート（子どもアンケート）を５・６年生の 

児童対象に実施し、児童の「目の高さ」「生の声」を聞き集約する 

ことで、学校の要望の一つとして、次年度の予算編成資料として活 

用した。まずは、職員会議で教職員に学校施設・設備アンケート 

（子どもアンケート）について、目的と提案理由を説明した。 

 

［目的と提案理由］ 

 ① 児童から学校施設・設備についての意見を聞くことにより、学校という公共施設への関心を持た 

せ、施設や物を大切にする意識を育てる。 

  ② 教育環境整備（ゴミの減量、リサイクルなど、様々な環境教育活動）に子どもの参加を促し、子 

どもに働きかけ、子どもが働きかえす環境づくりを推進したい。 

③ 大人では見えない、子どもの「目」の高さで危険箇所等を把握することにより施設・設備の改善 

を図り、より良い学習環境を整える。 

④ 児童の「生の声」を集約することにより、教育委員会へ学校の要望として伝えることができる。 

 

  学級担任に朝の会や学級活動の時間に協力を要請し、学校事務職員が直接教室に出向いてアンケー 

トの依頼を行った。また、事前に児童に学校探検を行ってもらい、その後、ＩＣＴ（GoogleForms・二 

次元コード等）を活用してアンケートを行った。アンケート結果は、 

予算編成の資料として教育委員会へ提出するとともに、「教育の日」 

１１月１日にちなんで子どもたちの育ちにかかわる人たちと学校財 

務を考える期間とし、また、１１月１日～１１月７日の「学校財務 

ウィーク」に合わせて、校舎内やホームページへ掲載するなど、 

児童や保護者にお知らせした。そして、学校運営協議会の方々にも 

資料として配付した。 

 

 

 

【児童が学校探検を行っている様子】

【アンケートを依頼している様子】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童がアンケートを入力している様子】

【学校施設・設備アンケート依頼文書】 【学校探検を行うメモ用紙】 

【学校施設・設備アンケートホームページにアンケート結果掲載】 

【学校施設・設備アンケート集計結果一部抜粋】 



（２）事務だより「かわら版」（児童向け）発行 

学校の授業で、児童が使用するものを購入したり、ものが壊れて直したりなど、児童に「学校ではど 

んなお金が使われているのか」「お金・ものは大切」また、「５つの要素」が必要であることなどを記事 

にした事務だより「かわら版」（児童向け）を発行した。 

そして、「５つの要素」とは、「人・もの・お金・時間・思い」であり、このほかにも「情報」が加わ 

る場合もある。児童には、修繕の例をあげて伝えた。 

 

①人 ・・・直してもらうために、お店に連絡をしたり直しに来てくれる。 

②もの・・・直すために、部品が必要。 

③お金・・・部品だけでなく、人件費もかかる。 

④時間・・・②「もの」･③「お金」だけでなく、直すには時間もかかる。 

  ⑤思い・・・学習するのに使っていて壊れてしまうのは仕方ない。しかし、ふざけて壊すのは絶対 

にダメ。 

 

学校で児童が使っているものは、全て町のお金が使われていることや、ものを直すのには上記の「５ 

つの要素」が必要であること、そして、次に使う人のことも考えて、ものを大切に使ってほしいことな 

どお知らせした。また、１年生でも読めるよう全ての漢字にルビ（ふりがな）を付けたり、写真を大き 

く使用したり、ＳＤＧｓのロゴマーク、学校のシンボルキャラクターなども挿入し、子どもたちが楽し 

く読めるよう工夫した。そして、児童が安全・安心に学校生活が送れるよう取り組みを紹介し、これら 

は、校舎内に掲示したり、ホームページに掲載することで、保護者の目にも触れることができる機会を 

つくった。そして、学校運営協議会に資料として配付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【事務だより「かわら版」（児童向け）発行の一部】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果と課題 

学校の教育環境整備を考えるため、学校施設・設備アンケート（子どもアンケート）、事務だより 

「かわら版」（児童向け）発行の２つの実践を通し、見える化・情報発信・啓発活動を行うことで、児 

童・保護者・教職員とのコミュニケーションツールの一つとして活用することができた。そして、児 

童を対象とした学校施設・設備アンケート（子どもアンケート）集計結果を教育委員会に予算編成の 

資料の一部として提出した。教育委員会担当者からも「子どもアンケートに直してほしいと要望が出 

ているため、今回、修繕したいと思います。」との回答など、教育環境整備において一定の結果を得ら 

れることもあった。また、児童からも「学校がきれいになるのが楽しみです。」と嬉しい声があった。 

そして、学校で使われている全てのものに「お金」が使われていることや「お金・ものの大切さ」、教 

育環境整備に「人・もの・お金・時間・思い」の「５つの要素」が欠かせないことを理解してもらえ 

たことは大きな成果としてあげられる。その他にも、ＩＣＴ（GooleForms・二次元コード等）活用に 

より、ペーパーレス化やアンケート集計作業においても時間短縮につなげることができたことは、成 

果の一つである。 

今回の実践は、管理職や教職員の理解と協力の下で実践することができた。学校事務職員一人の力 

だけではできないことを改めて感じた。「チーム学校」の一員として、教育環境を良いものにしていく 

ために、また、学校組織における唯一の総務・財務に通ずる専門職として、今後も児童と共に継続的 

に「学校にはどんなお金が使われているのか」「お金・ものの大切さ」を少しでも理解してもらえるよ 

う、児童の声に耳を傾けながら学校教育目標『豊かな子どもの育成』に、主体的・積極的に取り組ん 

でいきたい。 

【事務だより「かわら版」（児童向け）ホームページ掲載の一部】 


